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将来見通しに関する記述について
のご注意

予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通
し・計画に基づく予測が含まれております。世界経済・競合
状況や不確定要因により実際の業績が記載の予想数値と
大幅に異なる可能性があります。
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27年3月期 28年3月期
上期実績 上期実績 増 減 伸び率

化成品事業 3,653 3,978 325 8.9
感光性材料及び印刷材料 2,940 2,954 14 0.5
写真材料及び記録材料 343 393 50 14.7
医薬中間体 330 583 253 76.6
その他化成品 39 45 6 17.3

716 694 △ 21 △ 3.1

合 計 4,369 4,672 303 6.9

売上総利益 486 653 166 34.2

化成品事業 27 138 110 402.5
85 96 10 12.8

消去又は全社 3 4 0 13.6

合 計 117 239 122 104.2

経常利益 139 267 128 92.0

税金等調整前当期純利益 159 267 108 68.0
親会社株主に帰属する当期純利益 138 228 90 65.2

0 0 - -１株当たり配当金(円）

（百万円、％）
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第2四半期（上期） 連結業績概要
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財 政 状 態

Tokyo Office

7,394 7,128

5,598
5,721

8,967 9,037

1,960 1,227

2,064
2,583

平成27年3月末 平成27年9月末

固定資産
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流動負債

固定負債

純資産 固定資産

流動資産

流動負債

固定負債

純資産

12,849（百万円）12,992（百万円）
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キャッシュ・フローの状況

(百万円)
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平成２８年３月期業績予想

上期実績 下期実績 通期実績 上期実績 通期予想 伸び率

3,653 4,098 7,752 3,978 8,200 5.8
感光性材料及び印刷材料 2,940 2,941 5,881 2,954 5,900 0.3
写真材料及び記録材料 343 668 1,011 393 1,000 △ 1.1
医薬中間体 330 449 780 583 1,200 53.8
その他化成品 39 39 78 45 100 28.2

716 748 1,464 694 1,400 △ 4.4

4,369 4,847 9,216 4,672 9,600 4.2

486 654 1,140 653 1,300 14.0

27 176 204 138 200 ー
85 97 182 96 200 ー
3 2 6 4 0 ー

117 276 393 239 400 1.8

139 280 420 267 450 7.1
159 250 410 267 450 9.8
138 227 365 228 400 9.6

0 3 3 0 3 ー

親会社株主に帰属する当期純利益
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売上高

（百万円）

営業利益

（百万円）

売上、営業利益の推移
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売上高
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営業利益
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化成品事業の業績推移
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環境関連事業の業績推移
売上高
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設備投資の推移
（百万円）
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新製品関連 その他 環境関連事業 減価償却費
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売上高

(百万円）

既存品と開発品の売上の推移
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研究開発費・研究者数の推移
研究開発費

(百万円）

研究者数

（人）
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《収益構造を改革し、再び成長軌道にのせる》

平成28年3月期の経営計画
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売上高（百万円） １．上期売上高の状況（計画比）

・平成27年3月期の第2四半期累計期間の売上は当初計画

45億円を3.8％上回り、46億72百万円となりました。

・感光性材料は、液晶用材料は計画より減少しましたが、

半導体用感光性材料、ディスプレイ周辺材料が好調に

推移し計画より売上が増加しました。

・写真材料は、インスタントカラー用材料、写真用添加剤は

好調に推移 しましたが、全体的に計画より売上が減少し

ました。

・医薬中間体は、計画より売上が減少しました。

・その他化成品は、計画より売上が減少しました。

・環境関連事業は、計画より売上が減少しました。
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《収益構造を改革し、再び成長軌道にのせる》

平成28年3月期の経営計画
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２．上期営業利益の状況(計画比）

・平成28年3月期の第2四半期累計期間の営業利益は当初

計画1億円を139.0％上回り、2億39百万円となりました。

・営業利益が計画を上回った要因は、化成品事業において

売上が好調に推移し計画を上回ったことと、原価低減の

効果等により売上総利益が増加したことによるものです。
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《メモ》


